
    平成２３年度多文化共生社会の形成の推進に関して講じた施策（概要版） 

【多文化共生社会の形成の推進に関する条例第２１条に基づく報告】  

 

 

１ 平成２３年度多文化共生施策の概要                                             

 

 

（１）「意識の壁」の解消  

   ① 多文化共生社会推進審議会運営事業（事業費２１７千円） 

    宮城県多文化共生社会推進審議会を開催し，前年度に講じた施策等について審議した。 

② 多文化共生社会推進連絡会議運営事業（事業費１３千円） 

   市町村，地域国際化協会，国際交流団体及び宮城県の担当者による連絡会議を開催し，災

害時の外国人への対応についての情報共有及び意見交換を実施した。 

 

（２）「言葉の壁」の解消  

    災害時通訳ボランティア整備事業（事業費３１７千円） 

    通訳ボランティアを確保・養成し，震災対応において通訳派遣を実施。 

    震災後は，４月に石巻市，東松島市での米軍の入浴サービス等に通訳を派遣した。ボラン

ティア登録者は，平成２３年度末で１０７名，１５言語での対応が可能となった。 

 

（３）「生活の壁」の解消  

みやぎ外国人相談センター設置事業（事業費３，５２３千円） 

外国人県民等から寄せられた５６０件の相談に６言語（日・英・中・韓・ポ・タ）で対応。 

震災後は，緊急体制として，従来の対応曜日によらず，毎日６言語で対応できるよう各相

談員に携帯電話を支給し，平成２３年９月まで継続した。 

 

（４）その他 

① 東日本大震災関連シンポジウム開催事業（事業費２，７９３千円） 

外国人の視点から見た東日本大震災の経験と教訓を多くの県民と共有し，多文化共生社会

に対する理解を促進するためのシンポジウムを開催した。 

   ② 在住外国人生活適応支援事業（緊急雇用創出事業２，０２３千円） 

     失業者を雇用し，在住外国人の生活適応の支援に関する事業を実施した。 
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２ 宮城県多文化共生社会推進計画の評価指標における進捗状況                       

 

 

○評価指標１ 県民意識調査「外国人も活躍できる地域づくり」に対して「重視する」と回答している割合 

       実績値 Ｈ２１：４５．６％ ⇒ Ｈ２３：４０．３％ 

（計画値 Ｈ２０：４４．０％ ⇒ Ｈ２５：６０．０％） 

 

 

 

○評価指標２ 多言語による生活情報の提供実施市町村数 

       実績値 Ｈ２１：７市町村 ⇒ Ｈ２２：７市町村 ⇒ Ｈ２３：７市町村 

（計画値 Ｈ２０：５市町村 ⇒ Ｈ２５：１０市町村） 

     

 

 

 

○評価指標３ 日本語講座開設数 

       実績値 Ｈ２１：２７講座 ⇒ Ｈ２２：２６講座 ⇒ Ｈ２３：２７講座 

（計画値 Ｈ２０：２５講座 ⇒ Ｈ２５：３０講座） 

 

 

 

 

 

○評価指標４ 外国人相談対応体制を整備している市町村数 

       実績値 Ｈ２１：４市町村 ⇒ Ｈ２２：５市町村 ⇒ Ｈ２３：５市町村 

 （計画値 Ｈ２０：４市町村 ⇒ Ｈ２５：８市町村） 

 

 

 

 

○評価指標５ 永住者の求職者に対する就職率 

       実績値 Ｈ２１：１７．２％ ⇒  Ｈ２２：２２．１％ ⇒ Ｈ２３：２１．７％ 

                                  （Ｈ２４：３３．２％） 

      （計画値 Ｈ２０：２６．８％ ⇒ Ｈ２５：４３．０％） 

※ 上記の実績値は，計画値に合わせ，Ｈ２３はＨ２２の実績，Ｈ２４はＨ２３の実績を 

用いることとしている。 

 

 

前回調査（Ｈ２１）より５．３ポイント低下した。 

実施市町村：仙台市，石巻市，名取市，登米市，亘理町，山元町，美里町 

実施市町村：【Ｈ２２まで】仙台市（１３講座），石巻市，気仙沼市，名取市，角田市，

岩沼市，登米市，栗原市，大崎市，川崎町，亘理町，利府町，松島町，美里町 

【Ｈ２３】七ヶ浜町 

実施市町村：仙台市，石巻市，気仙沼市，川崎町，登米市 

Ｈ２２からＨ２３にかけてマイナス０．４ポイント 

（Ｈ２３からＨ２４にかけてプラス１１．５ポイント） 


